
C-701 
電動式スポークネジ切り機 

このたびは ホーザン Ｃ-７０１ 電動式スポークネジ切り機 をお買い上げいただき、まことに

ありがとうございます。 この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。またお読

みになったあとも大切に保管してください。 

 各部の名称 

 仕  様 

１ 

取扱説明書 

２０Ｗ 

電 源 

消 費 電 力 

モーター回転数 

外 形 寸 法 

重 量 

１００/１２０/２２０/２４０Ｖ  ５０/６０Ｈｚ 

４８０ｒｐｍ 

３０４（Ｗ）×９２（Ｈ）×１３３（Ｄ）ｍｍ （突起部除く） 

２.２ｋｇ （ＡＣアダプター除く） 

適応スポークサイズ 

適応スポーク材質 

ネ ジ 転 造 長 さ 

ステンレス・鋼鉄 

９～１５ｍｍ 

＃１４・＃１５  （プレーン） 

電源スイッチ アクスルアタッチメント 

ダイス 

保護カバー 

セフティープレート 

スポークホルダー 

レバー 

スライドレール 

・ ＡＣアダプター 
・ 六角レンチ 

付属品 



 注意文の警告マークについて 

この取扱説明書ではご使用上の注意事項を次のように区別しています。 

 警告 …重傷をともなう重大事故の発生を想定してのご注意 

 注意 …傷害や物的損害を想定してのご注意 

なお、注意 として記載されていても、あるいは特に記述がなくても、状況によっては重

大な結果をまねく恐れがあります。正しく安全にご使用ください。 

１. 巻き込み事故防止のため、手袋は絶対に着用しないでください。 
    また、だぶついた服装やネックレスなどの装身具を身に付けて作業を行わないでく 
    ださい。長い髪の毛なども回転部に巻き込まれる恐れがあります。 

２. 本機は防水型ではありません。湿気の多い場所や水のかかる場所では使用しない 
    でください。絶縁不良、火災、感電事故の恐れがあります。 

３. 指定した電源以外では使用しないでください。表示を超える電圧で使用することは 
    大変危険です。 

４. 使用中は回転部に手や顔を近づけないでください。ケガのおそれがあります。 

５. ダイスは必ず純正品をご使用ください。指定ダイス以外の使用は故障、事故の原 
    因となります。 

６.  使用しない場合やダイス交換のときには電源スイッチを切り、電源プラグをコンセン 
    トから抜いてください。不用意にスイッチが入るとケガの恐れがあります。 

 警告

 ご使用上の注意 

２ 

１. 作業時は保護メガネを着用してください。 

２. 改造はしないでください。 

３. 本機に故障が認められる場合は直ちに使用をやめてください。 

４. 各部のネジ・ナット類は必要以上に締め込まないでください。 

５. 本機は水平で安定した場所に設置してご使用ください。設置が不安定ですと正しく 
    加工できないことがあります。 

６. 本機は＃１４・＃１５のスポーク専用のネジ切り機です。 
    これ以外のスポークには使用できません。 

７. ダイスおよび摺動部は定期的に注油と清掃をしてください。 

８. ダイスは消耗品です。使用方法や頻度によって消耗の度合いは異なります。 

 注意 



３ 

２ 本機電源ソケットにＡＣアダプターのプラグを差しこみ、
ＡＣアダプターの電源プラグをコンセントに接続します。 

 ご使用方法 

本機を初めてお使いになられる方は、必ず不要なスポークで下記の手順に沿ってお試し
いただいてから、実際に使用するスポークの加工を行ってください。 

１ 

推奨工具： 
Ｃ-２１７ ワイヤーカッター 

スポークを必要な長さにカットします。 

カットしたスポークの先端は左写真のように
変形します。このままではダイスへの食い付
きが悪くなりますので、先端はグラインダー
などで右写真のように加工してください。 

悪い例 

良い例 

３ スポークをスポークホルダーの穴に通し、プレートに
突き当てた位置で付属の六角レンチを使い固定し
ます。 
※締め付けの際には、右の写真のように片方の手 
   でレバーを支えながらレンチを締め、スポークを 
   しっかり固定してください。 

プレート 
六角レンチ 

スポーク 

ス ポ ー ク
ホルダー 

本機出荷時は、＃１４スポーク（２ｍｍφ）に合わせて調整しています。 
＃１５スポーク（１.８ｍｍφ）に使用されるときはダイスの調整が必要になります。 
ダイスの調整方法は、６ページの「ダイスの調整方法」を参照ください。 

※ 



４ 

 ご使用方法 

電源スイッチを入れます。 ４ 

ダイスに切削油を注油します。 
スムーズな作業と正確なネジ山を転造するため、
必ず作業ごとに注油してください。 

５ 

レバーを手前に引くとストッパーが外れます。 
レバーを引いたままの状態でスポークホルダーをダ
イスの方へスライドさせます。 

※ダイスはスポーク先端が近づくと回転し始めます 
   のでご注意ください。 

６ 

スポーク先端を、回転しているダイスへ押し込みま
す。 

※最初の１山目が掛かりにくい場合がありますので 
   強めの力で勢いよく押し込んでください。 
   また、スポーク先端がダイスに接触してからも、 
   少し長めに力を加え続けてください。 

７ 

スポークがダイスに掛かり、スポークホルダーが自
動的にスライドし始めたらレバーから手を離してくだ
さい。 
一定のところでダイスが逆回転をし、自動的に最初
の位置に戻ります。 

８ 

推奨工具：Ｚ-６４ オイル差し 

※ 噛み込んだままスポークが進んで行かない場合 
    は… 
    ７ページの『ダイスがスポークに噛み込んだまま 
    外れなくなった場合には』を参照ください。 

強く押す 



５ 

 ご使用方法 

１０ スポークが元の位置に戻り、モーターが停止したの
を確認してから付属の六角レンチを使用してスポー
クを取り外してください。 
※緩める際にも、必ずレバーを保持して行ってくだ
さい。 

９ スポークが最初の位置に戻ってきたら６、７、
８の作業をもう一度行います。 
完全なネジ転造を行うために、スポークは２回
以上ダイスに通してください。 

１回通したネジ山 ２回通したネジ山 

１１ 加工後のスポークに、使用するニップルを実際に
装着してネジ山のでき具合をチェックします。 
不具合の場合には、再度ダイスに通す（３回目を通
す）か、またはダイスの調整を行ってから１～１１の
作業を行ってください。 
※ ダイスの調整方法は、６ページの『ダイスの調整 
    方法』を参照ください。 



 調整方法 

●ネジの転造長さの調整方法 プラスドライバー 

プラスドライバー（No.２）を使用して保護カバーを外
し、アクスルアタッチメントのプラスネジを少し緩めてか
らダイスを前後に移動させて調整します。 

１ 

ネジをしっかりと締め、ダイスの六角穴付き止めネジも
きっちり締まっているか確認し、保護カバーを取り付け
てください。 

２ 

＃１５から＃１４に戻すときはアジャストナットを反時計方向に回し、同じ作業を行っ
てください。 

・ 

ダイスにスポークが入っていかない場合は、スポークのカット面（先端）の
不良が考えられます。スポークの先端は、３ページ ご使用方法の１のよう
に、グラインダーなどで加工してください。 
それでも入っていかない場合はアジャストナットの締め付けすぎです。ア
ジャストナットを緩める（反時計方向に回す）必要があります。 

・ 

ネジの加工が不十分な場合は、右写真のように、１９
ｍｍスパナでダイスを保持しながら２２ｍｍスパナでア
ジャストナットを時計方向に５°程度回します。確認
（※）と、この作業を繰り返し、適切なナット位置に調整
します。 

・ 

必ず不要なスポークでネジ切り作業を行い、ニップル
を合わせて転造の状態を確認してください。 

※ 

本機出荷時は＃１４スポーク（２ｍｍφ）に合わせて調整しています。 
＃１５スポーク（１.８ｍｍφ）に使用されるとき、また使用により、調整にズレが生じてい
る場合は次の方法でダイスを調整してください。 

●ダイスの調整方法 

ニップルがスムーズに入らないものは加工が不十分です。アジャストナット
の締め付けを強くする（さらに時計方向に回す）必要があります。 

・ 

２２ｍｍスパナ 
１９ｍｍスパナ 

アジャストナット 

スポークへのネジ転造長さは最長１５ｍｍまでの設定
です。これ以上の長さの転造はできません。 

※ 

６ 

アジャストナットを締め付ける際、各ローラーどうしが当たるまで強く締め
付けると本体のピン部が変形し破損してしまいますので、締め付けすぎに
ご注意ください。 

注意 



 ダイスにスポークが噛み込んだまま外れなくなった場合には 
ネジ切り作業中にスポークが噛み込んでしまい、抜けなくなることがあります。その場合、
下記手順でスポークを引き抜きます。 

４ 引き抜いたスポークの先端は変形しており、このまま
では使用できません。先端部を切り落として再度ネジ
の転造作業を行うか、新しいスポークに替えてくださ
い。 

１ 本機の電源スイッチをＯＦＦにします。 

無理に引き抜くと本機を破損する恐れがあります。
適度な力で徐々に引いてください。 

また、周囲の安全を十分に確保してから引き抜き
作業をしてください。 

注意 

ダイスが逆回転している状態で右写真のように片
方の手で本体をしっかりと持ち、もう片方の手でス
ポークホルダー部を持ち、ダイスからスポークを引
き抜きます。 

３ 

７ 

２ 本体底面にある、強制逆回転スイッチ（赤色のボ
タン）を押しながら電源スイッチをＯＮにします。 

※ダイスが逆方向に回転し始めますので回転部へ 
   の巻き込みなどにご注意ください。 

強制逆回転スイッチ 



ローラー部には、ネジ切り作業ごとに切削油を注油してください。 

ネジ切り作業中にローラー部の溝に切り粉がたまることがあります。ローラーの性能
が悪くなりますので、ブラシなどで定期的に切り粉を取り除いてください。 

ローラー取り付けナットが緩んだときは、軽く締めてください（ナット対辺５.５ｍｍ）。 
緩んだまま使用すると抜け落ちて紛失する恐れがあります。また、スパナやモンキー
レンチを使用すると締めすぎになる恐れがあります。 
ナットを締めつけすぎるとローラー軸を破損する恐れがありますので、締め付けすぎ
にご注意ください。 

ダイスは消耗品です。ローラーの切れ味が悪くなったら、ダイス一式で交換してくださ
い。ローラーのみの交換はできません。 
（交換部品：Ｃ-７０６ 替駒） 

ダイス固定ネジは六角穴付き止めネジです。必ず２.５ｍｍ六角レンチで回してくださ
い。新しいダイスを取り付けるとき、ダイス固定ネジの先端がシャフトの窪みにちょうど
噛み合い、滑らないようにします。 

● 

● 

● 

● 

● 

 ダイスの保守 

８ 

ローラー取り付けナット 
ダイス固定ネジ ローラー 



９ 

●Ｃ-７０６   
   替駒  
   （Ｃ-７００/７０１用ダイスです。） 
    ＃１４・＃１５スポーク用  
   ステンレス／鋼鉄製スポーク用 

 交換部品 

●Ｃ-７０１-１   
   スポークホルダー一式  
    固定用ネジ２本付き 

●Ｃ-７０１-２   
   クランプスプリング  
    ２コ入り 

●Ｃ-７０１-３   
   スイッチロッド一式  
    スプリング、Ｅリング付き 

●Ｃ-７０１-４   
   セフティープレート用スプリング 
   ２コ入り 

●Ｃ-７０１-５   
   専用ＡＣアダプター  

●Ｃ-７０１-６   
   変換プラグ 
    Ｃタイプ 



本社  〒556-0021 大阪市浪速区幸町1-2-12

【月曜日から金曜日（祝日を除く）の10:30～12:00、13:00～17:00】

技術的なお問い合わせ

／ E-mail：th@hozan.co.jp製品・補修部品はWebサイトにてご購入いただけます。
https://www.hozan.co.jp/

23.09




